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表2　平成3年度生活扶助基準（月額）
　標準3人世帯（33歳男ご29歳女・4歳子）

平成2年 平』　年度

1級地一1 140，674円（100．00） 145457円　00．00）

1級地一2 135，610円（96．40） 139，130円（95．65）

2級地一1 128，013円（9LOO） 132，366円（91．00）

2級地一2 122，949円（87．40） 126，038円（86．65）

3級地一1 115，353円（82．00） 119，275円（82．00）

3級地一2 UO．288円（78．40） 112，947円（77．65）

（注）（）は、級地間格差である。
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表3　最低生活保障水準（月額）の具体的事例

1．標準3人世帯【33歳男（傷病）、29歳女（就労）、4歳子】

世帯当たり最低生活費

生　活　扶　助
　第　 1　類
　第　2　類
住　宅　扶　助
勤　労　控　除

1級地一1
182，257円

145，457

97，410

亀04孤．

3，000

23，800

1級地一2
175，93G円

139，130

93，180

45，950

13，000

23，800

2級地一1
168，586円

132，366

88，640

43，726

13，000

23，220

2級地一2
162，258円

126，038

84．410

41，628

13，000

23，220

3級地一1
149，845円

119，275

79，870

39，405

8，00G

22，570

3級地一2
143，517円

112，947

75，640

37，307

8，000

22，570

（注）1。第2類は、冬季加　　（VI区額x5／12）を含む。以下同じ。

　2．勤労控除額は、就　収入月額を1級地108，925円、2級地101，175円・3級地93，425円とした場合であ

　る。以下同じ。
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表1　平成3年度生活保護基準改定の概要 （1級地一工〉

　　第46次

（2年4月1日）
　　第47次

（3年4月1日）
備　　　　考

円 円

1　生活扶助基準 【標準3人世帯基準額】

居宅（1類＋2類） （33歳男、29歳女、4歳子）

標準3人世帯 140，674 145，457

期末一聴扶助費（居宅） 12，630 12，930

【加算等】

妊産婦加算（妊娠6カ月以上） 12，370 12，670

老齢加算
70歳以上
（居　　　宅） 16，030 16，410

（入院・入所） 14，780 14，780

母子加算
（居　　　宅） 20，840 21，330

（入院・入所） 19，230 19，230

障害者加算

障害等級1・2級
（居　　　宅） 24，050 24，620

（入院・入所） 22，160 22，160

重度障害者他人介護料 40，500 63，000

在宅患者加算 11，910 12，200

人工栄養費 10，690 10，950

入院患者日用品費 20，750 21，250

入学準備金
小　学　校 34，300 34，900

中　学　校 39，800 40，400

2　住宅扶助基準
家賃間代等 13，000 13，000

住宅維持費 98，GOO 103，QOQ

3　教育扶助基準
小　学　校 1，850 1，890

中　学　校 3，620 3，680

4　出産扶助基準
居　　　宅 139，000 139，000

施　　　設 117，000＋入院料 125，000＋入院料

5　生業扶助基準
生　業　費 40，000 40，000

技能習得費 40，000 4（｝，000

就職支度費 25，000 25，000

6　葬祭扶助基準 130，000 130，000

7　勤労控除

基礎控除 限度額　29，530 限度額30，240

特別控除 134，300 137，500

新規就労控除 8，600 9，000

未成年者控除 10，70G 10，700
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2．夫婦子2人世帯【35歳男（傷病）、30歳女（就労）、9歳子（小学生）、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 224168円 216221円 207119円 199172円 184996円 1770弼円
生　　活　　扶　　助

　第　　　1　　類
　第　　　2　　類

182，978

130，620
52358

175，031

124，950
50081

166，509

U8，860
47649

158，562

113，190
45372

150，036

107，IGO
42936

142，088

101，毒30
40658

児童養育加算
2500 2500 2500 2500 2500 2500

教　　育　　扶　　助

住　　宅　　扶　　助

勤　　労　　控　　除

1，890

13，000

23800

1，890

13，000

23800

1，890

13，000

23220

1，890

13，000

23220

1，890

8，000

22，570

1，890

8，000

22，570

3．老人2人世帯【72歳男、67歳女】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 136398円 133081円 126204円 122898円 111011円 107694円
生　　活　　扶　　助

　　第　　1　　類
　　第　　2　　類

106，988

63，760

43，228

103，671

62，330

41341

97，354

58，020

39334

94，048

56，590

37458．

87，731

52，280

35，451

84，414

50，850

33，564

老　　齢　加　　算 16，410 16410 15850 15850 15，280 15，280

住　　宅　　扶　　助 13000 13eGO 13000 13GOO 8，GOO 8，COO

4．老人1人世帯【70歳女】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2　3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 99146円 97456円 92312円 90612円　　80462円 78，772円

生　　活　　扶　　助

　　第　　　1　　類

　　第　　2　　類

69，736

30，870

38866

68，046

30，870

37176

63，462

28，090

35，372

61，762　　　57，182

28，090　　　25，310

33672　　　31872

55，492

25，310

30182

老　齢　加　算 16410・
16410 15850

15850　　　15280
15280

住　　宅　　扶　　助 13000 13000 13000
13000　　　8000

8000

5．母子3人世帯｛30歳女、9歳子（小学生）、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 182671円 176496円 169093円 162913円 150464円 144285円

生　　活　　扶　　助

　　第　　　1　　類

　　第　　2　　類

142，251

94，200

48051

136，G76

90，110

45966

129，443

85，720

43723

123，263

81，630

41633

U6，644

77，240

39404

110，465

73，150

37，315

母　　子　加　　算 23030 23030 22260 22260 21430 21430

児童養育加算
2500 2500 2500

2500・
2500 2500

教　　育　　扶　　助

住　　宅　　扶　　助

1，890

13000
1，890
13000

1，890
13000

1，890
13000

1，890

8000
1，890
8000

討なよ断て断い　しけか処な本な　方っ領　け用確福る域r一
す　り過　してつたてら遇く、的考今をいのそたをに祉基の土年．
ぺど槙程居て居まもこ検検　なえ回示て改のと図把事準実地に
きの重に住い住久のれ討討判考方のしの正簗こら握務の態家は
でよな処用た用　でにを会断え犠実た判で　ろせセ所設に屋総
あう手遇資力1資従あよ行にが方　施と断居昭でる　は定即に務
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し合さ断認正認務
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と設点ては基的　えに要
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と基屋す用・政
のづのる活種監
勧く実と用類察
告利態とに及局
を用をも関びか
受活的穫す地ら

6。重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者）】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 172918円 168021円 161944円 157058円 146011円 141，114円

生　　活　　扶　　助

　　第　　　1　　類

　　第　　2　　類

112，538

69，310

43228

107，641

66，300

41341

102，404

63，070

39334

97，518

60，060

37458

92，281

56，830

35451

87，384

53，820

33564

障　害　者　加　算

重度障害者加算
重度障害者家族介護料

24，620

12，380

10380

24，620

12，380

10380

23，780

12，380

10380

23，780

12，380

10380

22，970

12，380

10380

22，970

12，380

玉0380

住　　宅　　扶　　助 13000 13000 13000 13000 8000 8000
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　の譲を図事もこ限事度かて　〈限　五記帯て基六与準る月
　です編る務定ろりがとら嘆家解り家　　しとこ準かえ備取か
　ある祉たの着で認承し入財説で財家たなのを月る等扱ら
　有こ事峻簡しあ定認て院昭保〉行保財もつ取設をたのい特
　　と務素たるしし都後和管え管保のた扱定限映たと別
　　騰熊灘鶴講書鞭織薯管護萎
　　も移限を灸度とに知限年い　と定の。同数こてを定い適
　　　　　　　　　　　　　　　しを認　 様世と引得のた用　　　　　　　　　　　　　　　発福定　で帯ときな猶力1さ
　　　　　　　　　　　　　　　　祉　 あが』続い予れ別表1　出産扶助費限度額算定表　　　　　　事　　　　る単　　き場期転な
　　　　　　　　　　　　　　　　務旨身併特合間居く　　（施設分べんの場合）（8日問入院）　　　所　　　　明世せ別はをのな

基準額（平成元年度）

甲表病院　　　　乙表診療所

（特2類看謝　　　　（基準ない

基　準　領　分 125，000円（特別基準140，000円）

入
　
　
　
　
　
院
　
　
　
　
　
料
　
　
　
　
分

入院時医学管理料
（7日目まで）454点

（8日目）　440点

（7日目まで）215点

（8日目）　2α4点

室　　　　　科 127点 127点

基準寝具加算 16点 一

病衣貸与加算 6点
『

看　　護　　料 〔瀟団282点 略織の〕lo1点

基準酒護加算 170点 一

新生児介補料 293点 50点

給　　食　　料 137点 137点

基準給食加算 47点 一

小　　　　　計
（7日目まで）1，532点

（8日目）　1，518点

（7日目まで）630点

（8日目）　　619点

8日分入院料 122，420円 50，290円

衛生材料費 3．900円 3，900円

合計
一般　基　準 251，320円 179，190円

特　別　基　準 266，320円 194，190円

〈（の除自入の生伴資六
解　の立認た活い金r認
耀黎蕪灘吝を幕鷲ハ
　7とに外当資の名更　の福

　）⑳る金額てうさがの
　　第額にに・とれr収
　　7のつつ自とた生入
　　のみいい立もこ活
　　3をてて更1モと福
　　の控も収生　に祉

基準看護の種類

承認要件

看護婦
基準暦護関係加算点数
　　（1日当り）

患者1看護
婦等

基準看
護加算

新生児介

補料加算
計

基本看護料

を算定する

看　　　護
（282点）

特　3　類 2：1 277点 361点 638点

特　2　類 2．5：1 170点 293点 463点

特　1　類 3：1 95点 223点 318点

居本麿謹料
のみ算定 4：1 一 136点 136点

その他の轟護粁

を算定する暦護

　U40点1
1　　類 4：1 134点 129点 263点

　　　　　　　　　　　　　　　とてる被そ　認磯か護定護
　　　　　　　　　　　　　　　阪貸も保の従定　灸法す世生
　　　　　　　　　　　　　　　　付の護趣来を使　のる帯活
　　　　　　　　　　　　　　　償金で世買　し途ま目のに保
　　　　　　　　　　　　　　　還にあ帯　世なにな的が入護
　　　　　　　　　　　　　　　金っるの目帯いよ　で原る制
　　　　　　　　　　　　　　　にいこ自磯更取つ当あ則金度
　　　　　　　　　　　　　　　ってと立　生扱風該るで銭に
　　　　　　　　　　　　　　　いはか助使資い　金自あ娃お
　　　　　　　　　　　　　　　て収へ長途金を例銭立る　い〆、
〔注1刻1の点数は・田当たりの点数である・（1点＝10円1　　　塔入　ににに行外の助カミ全てし、1

　　　　　　　　　　　　　　　必認原当照つつ的趣長　て1柔
　　　　　　　　　　　　　　　要定則てらいてに買の生収
　　　　　　　　　　　　　　　経除とらしてい収　観活入被
　　　　　　　　　　　　　　　費外しれて嫉克入目点保認保
別表2　基準看護の種類別看護関係加算点数（8日間入院）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設金金月購かしと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こさの」の入らてし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のれ中と改資身きて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よたに改正金体た収
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うと住正でが障。入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にこ宅さ’新害しか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貸ろのれ名設者から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付で更る称さ等k控
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対あ新とも被の　除
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象る料とr　た平す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が。のも生平め成る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拡貸に活成の元取
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大付福福二自年扱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　が祉祉年動四い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　新資資十車月と
　　　　　　　　　　　　　一9一

○

つ得要活定い　く文　 二なても該まつ　るは討判該の討　ろ
？な領保さて生解化扶　　 ら機の世でいまも保会断検限会なで

扶麗灘噸鷲篠礪覇雛魂豪㌶翼麟鷺

式場い嫉　よ範　IIつ　　　行額遇討た討　をて　かま産た
的には　現つ囲　のい　　　　つにを㌧①内　意　処否での処
に立で実行てに　2て　　　てよ行　～容　味そ遇かも保遇
なちき施生規つ　一明　　　はつう当⑧に　すれ検の当有検

信の保なあ働煮認　う帯と養い　しい査情要こ福当務し調る
不あ護高れ煮　めな別のさ能てまたこをが保れ祉該者て査こ
通る者齢ば　主る英冊実れ力戦なもと本あ護と施扶にはをと
で者の者老未た者　間情て調　　のを人る者同設養対扶行を
あと生が齢成ると実答にい査㊨扶で課照との等入義し養う避
る娃活想加年生娃施を対るを第養あ長会き生と所務てのた咳

漏騎募璽講瀧葺旛曙鷲灌灘魏牒実
想えかれ対仮持えがしたに回3調
定ばら克象に者ばこた頻つ程の査
さ二特　 と被で長れも度い度（3）の
れ十別まな保な期とのとて行に頻
る年ななる護い入同です当うよ度
。間事　よ者非院様ある該こりに
　音情要うで稼患とるよ世と扶っ

起に当当措は行o額おれ

にり　’等る及被を性’質
よ行扶かとび保行の今的
りう養ら教実護うあ後・
明必能特　施煮こるの重
ら要力別な機　と扶方点
かがのない関社と養針的
にな調事しが会し義とな

の関様法被む　とたい三九障に原に置ら　〈のこ別は　　 三

状すに律爆をなとに’○万害関子準に原他解瞬と基’やの
態る特に者得歳し知生〇四のす爆拠関子人説　と準都む取障
に法別基にな　た事活〇五程る弾しす爆介〉⑱しの道を　扱害
あ律児づ対い知も承保円O度法被てる弾護　第発設府得い者
久別童くす事事の認護以○に律爆改法被料　4一定県な　　加
，縫繍購毅脚麗疑耀繁罷繋趨暴　算常一手手別とをる度にさ嘆！づ対て基にい一6うの情他

⑱居定等の罹’う
　動めの重に原際
　作る支度関子の
　に障給とす爆r
　著害に同る弾や

つ減1柔帯の

た少　に4
饗鷲留
　り4特の従七の別工
来人52基に
はをに準よ
そ下おのる
の回い適七
翌るて用入

　　　　＿くすきづ対て
をいた中分介るたくす嬢
設てこ度（護特力1介る
け敵とは重手別　護特従
る　に六度当搭今手別来
こ新伴万はが置膜当措か

のこ承が
2と認あ
のがをる
（2）で轡場

のきて合
工る特に

人
介
護
料

こ世に以　く4差とるの助　　 四こ他と基とで準障類　介し
講赫難影薯麺鯖窪世齢k激茗難議黎
なのて世6　　か従にに定員　　　し護そ設と介週状て特要害　＿　　　　宅帯

しをかと居合いた鱗にをま求内る障際蒐他
た適月認のの場付支行なめ容書害の人
叉用をめ準住　 合　　さ給う　るが画等添　に
㊥し限ら備宅　　　 せしこ特こ確　級付　よ
第て度れ等扶　　　　るたと別と認標’書　る
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看か所い付当か付　でし必機て都る事た看と1ミこ散行結と通付
護。かつが該ら看例きて要関　道か前つ護と　の見わ果こ知社
給　らたな病一護えて指に別各府。にて給な次たされ等ろに保
付　のこさ院人や暖い導応の福県　十　付蒐のめれてをで則第
率照とれで付三るをじ看祉・分実の点’るい見あつ八が　会にて同看人病力こ行て護事指　な地要　を限。るるるた十
高　に関い様護付状　え各給務定　検調否　勘度　とζカ1運八
い　対しなのの看か　る福付所都　討査を　案額　は　　営号
等　応てい要申護ら　体祉状及市　がを決　しを　認必生が社
の　で’か件請がい　制事況び本　行行定　 ’引　めず活行会
特　き福どでが可つ　の務を指庁　わうす　決上　難し保わ局
異　て祉う看あ能て　整所把定に　れなる　定げ　いも護れ保
傾　い事か護りな二　備に握医お　てどに　する　事適のて護
向　る務と給’者人　が対セ療い　い’当　る際　例正監い課

いさ長三扱限範都こ弗　⑦⑥⑤④たれ通十いな度囲市と　等鳶つ二一検患き本検親つ基て実しが　（
㍗た知一にお額内にが看の　い人人討者ケ来討族い準指施て認
　とv日つ『のに対認護点　て付付が）1施さにて看導しはめ
　こ賎付い入引おしめのに　常や看行にス設れ介検護し”ら
　ろ　社て院上いてら適っ　に三護わっ（入て護討のて適重れ
　で本保鼠患げて　れ正い　検人ケれいい所いをさ医い正点る
　あ年第昭者をそ日る給て　討付1ててわやる行れ療るな的指
　る度二和特行の額都付十　が看スい’ゆ在かうて機か看に定
　のか十五別う程一道に分　な護にる施る宅。者い関。護個医

でら八十介も度五府努検　さのつ力書設社で
　一号四護のに○県め討　れ可い　入会対
留部保年費で応○。てが　て能て　所的応
意改護三のあ陵円指い行　い性は　等入す
願正諜月取有　の定るわ　るに’　の院べ

がるへ　給別療
いかの　付指機
なo転　に導関
い　院　つ等に
か　に　いを対

いの一円年　（扶な約在医　　一
の割兆と度ま表助つ一約療最
状合三なのな1率て〇七扶近医
態の二つ医参）おOO助の療に推億て療予墨馨久万万人医扶

響賢繍賑野灘勢　み五　費を　な々人人平助　る七保はみ．つそので成の状
と％護約る
’を費五く
ほ占負八
ぼめ担二平
横’金九成
ばそ約億三

ての七’二動
き割O被年向
て合・保十を
い（二護一み
る医％人月る
。療と員現ζ

況

　入　 二で医言な医占　近由ζ
　院医　　あ療で影療め以年と　さ
　患療医る扶は響扶る上そす平ら
　者扶療と助なを助医ののる成に

特助扶
別運助
介営運
護関営
費係にのに　関
限っす
度いる
額て改
のは正
引’

いのい与の療よ割世元’
え適状え運扶う合帯年保
蒐正況て営助侵はが九護
　運でらがの　上七月の
　営ある制割生昇八現開
　はると度合活し・在始
　重こい全は保て五　理
　要とつ体大護き％傷由
　なかてにき制てで病を
　課灸も大文度いあをみ
　題過きに鳥久理る

金が　で取償従和貸
の直なあ扱還来な付
み接おるい金のい対
で変’
あ更今
りと回
’なの
他る改
のの正
貸はに
付生よ
金活り
に福取
つ祉扱
い資い

oをを一し象
見収律撤に
直入に廃よ
すか収さつ
こら入れて
と控認るは
と除定こ所
なす除と得
つる外に制
たとしよ限
もいてりも
のう”緩

取を体者て控内のて
扱得の等い除容改は
いず購のなのに正従
は　入自い該つで来
で償費動力1崇い虞通
き還用車　 ロく　り

な金等購具非　個で
いには入体該収別あ
もつ収費的・当入の蒐
のい、入履にの認貸
でて認　は別定付ま
あも定人身はあ金た
る控せ工体規るの’
。除ざ水障定い種今
　のる晶害しは類回

用関国較を縫障すなたろて』つ（料れ書みとOお要る
に係立的無　害るく、つでの　いたにた料るこO軌領文検て
つ病病低料肢者こ　てあみ障てだつ。のζろ円　⑭書診
い院隣額で体更と真蟻る限害はkいこ実　でか平第料命
て　　料交不生はに　 。度認五　ての態特あら成9に令
留日国金付自一相も必機な額定○障“こ料にる三元のつに
意本立でし由談ち要械歳のに○害三と金’カ1四年4いよ
願赤療交て児所ろな的　改係○認四かが障　○度のてる
い十養付い施及ん額にこ定る円定○ら高害そ○に⑤は診
た字畷をる設びのに認のを文のに○’い認の円限に’断
しき病　行施等そこつ定取行書範係円今こ定実に度規保書
　院社つ設ののζいす扱っ料囲るの回とに態引額定護作
　等会てや診巡　てるいたに内も範　が係料上をさの成
　の保い　断回身認こにとつごの囲文窺る金げ三れ実に
　利険る比轡相体定と当こいとに内書わ文をた○て施係

（2）

検
診
命
令
に

よ

る

文

書∩
登3

度いのつ円もの道てとをの院けこい通付扱工保
額う設たにの範府日す超給してろに知社いに護入引
羅藤力黎謂魎鍛瓢麗欽鵬難賭鹸
囲では都てるに指○負介受るい襲て院二和さ施者に患
内は当道は。お定○　護け被病　」患十五れ要特つ者
でな初府’こい都○そのて保院基に者八十て領別い特
のくか県創のて市円の費い護ま準よ特号四お⑭介て別

　引’ら・設限’ごを超用る者た看り別社年り第護
　上必一指以度給と限えを者では護示介会三’6費㊧　げ要○定来額付に度る実があ診のし護局月具のに
　がに○都同一し定と額際’つ療承て費保三体2つ
　行応○市額○てめしににそて所認いの護十的のい
　わじ円ごで○いたてつ必の看にをる取課一な⑲て
　れ限ととあ○る額都い要額護入受と扱長日取の峡

（1）るのら上

介
護
費
の
限
度
額

o改適げ
正用等
のさの
概れ改
要る正
はこを

　と行
次とい
のな、
とつ四
お魔月
り　一
で今日
あ回か

　　　①福ん事障で事実精促保いもそて会まなとめは　　 三

し保る関祉で業害な業施神進護状効の実復た処りの複近促

果祉設ら業極たいよでデしをでと甑で別院な対らも牟つ者
的促置構　の的めて久’ルてよ今は　あ事患つすれ増えい福
な進k成　概にのも　モ事被り磯い必る業者てるてしる　て祉
事に　さ　要取各精そデ業保一　えずカミとのい適いて問
業関被れ　嘆組種神うルを護層被なし　し社有切有き題

　　　　　　　　　　　　一11一

にとら別の額ごを　あい入多の降看生料をき料指　額全一　て
当い一基限をと限今るて院く差改護じと加たの定しがて○一き
たう律準度決に度回
つも一で額定入との
ての五あはす院し改
はで○る一る思て正
’は○の般こ者都に
平な円で基と特道よ
成いま　準と別府久
元。で平でな介県
年看認成はつ護・一
四護め三なた費指五
月の、ら年くカ1の定〇
十給れ度、　限都○
二付るか特こ度市円

oの患の額定料’のえた実都か一のO部た
要者都がさカ1特差てめ態市し○都Oのo
望特道年れ　に額戦畦料にな○道円県
が別府々て昭基を　　金おが○府にに
出介県大い和準補実入がい灸円県引『つ
さ護●きな六とい態院毎て多と・上い
れ費指くい十なき料患年嬉くな指げて
ての定なこ一るれ金者引　のつ定た昨
い引都久と年健なと特上付都魔都こ年
た上市　か十康い基別げ添道　市と限
もげか例乾一保状準介らい府　のに度
のに灸無　月険況看護れ看県　限よ額
でつ　　こ以のが護費て護　　度久を
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表3　入院・入院外別医療扶助人員の年次推移

人 院 入 院　　外
計 精　神 結核 その他 計 糟　神 結核 その他

人 人 人 人 人 人 人 人

4G年度 148，921 64，517 16，876 67，528 467，365 7，265 31，656 428，444

45　　〃 191，103 95，459 9，900 85，744 510，680 12，168 23，500 475，012

実 50　　〃 196，932 111，961 6，532 78，439 588，153 19，275 18，792 550，086

55　　〃 197，418 U6，595 4，C58 76，766 658，827 29，285 12，891 616，650

56　　〃 197，148 115，829 3，681 77，638 672，871 31，818 11，415 629，638

57　〃 196，451 115，609 80，842 688，599 34，939 653 660

58　　〃 196，580 115，620 80，960 700，522 37，463 663，059

数 59　　〃 196，181 113，959 82，222 715，607 39，796 675，810

60　　〃 191，439 109，278 82，161 718，142 43，332 674，809

61　〃 171，114 94，861 76，253 697，142 44，707 652，435

62　　〃 156，211 84，179 72，033 676，242 47，115 629，127

63　　〃 147，532 78，343 69，189 640，337 48，219 592 118

元　　〃 140，815 73，976 66，840 612，！41 49，036
563 105

2年11月 王31，166 69，356 61，810 573，834 49，607 524 227

40年度 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

45　　〃 128．3 148．0 58．7 127．0 109．3 167．5 74．2 110．9

50　　〃 132．2 173．5 38．7 116．2 125．8 265．3 59．4 128．4

指 55　　〃 132．6 180．7 24．0 113．7 141．0 403．1 40．7 143．9

56　　〃 132．4 179．5 21．8 115．0 144．0 438．0 36．1 147．0

57　　〃 131．9 179．2 95．8 147．3 480．9 142．1

58　　〃 132．0 179．2 95．9 149．9 515．7 144．1

59　　〃 131．7 176．6 97．4 153．1 547．8 146．9

数 60　　〃 128．6 169．4 97．3 153．7 596．4 146．7

61　〃 一14．9 147．0 9D．3 149．2 615．4 141．8

62　　〃 104．9 130．5 85．3 144．7 648．5 136．7

63　　〃 99．1 121．4 82．0 137．0 663．7 128．7
一
兀
　
　 〃 94．6 114．7 79．2 131．0 675．0 122．4

2年11月 88．1 107．5 73．2 122．8 682．8 113．9

40年度 100．0 43．3 U．3 45．3 100．0 1．6 6．8 91．7
45　　〃 100．0 50．0 5．2 44．9 100．0 2．4 4．6 93．0

構 50　　〃 100．0 56．9 3．3 39．8 100．0 3．3 3．2 93．5

55　　〃 100．0 59．1 2．0 38．9 100．0 4．4 2．0 93．6
56　　〃 100．0 58．8 1．8 39．4 100．0 4．7 1．7 93．6

成 57　　〃 100．0 58．8 41．2 100．0 5．1 94．9

58　　〃 100．0 58．8 41．2 100．0 5．3 94．7

比 59　　〃 100．0 58．1 41．9 100．0 5．6 94．4

60　〃 iQO．0 57．1 42．9 100．0 6．0 94．0
（
％
）

61　〃 王00．0 55．4 44．6 100．0 6．4 93．6

62　〃 100．0 53．9 46．1 100．0 7．0 93．0

63　〃 100．0 53．1 46．9 100．0 7．5 92．5

元　　〃 100．0 52．5 47．5 100．0 8．0 92．0

2年11月 100．0 52．9 47．1 100．0 8．6 91．4

資　料1厚生省報告例
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○

o

　　　　　で福のに壁が検と　④③　 ②

　　　　　き祉処よにモ討も等業者精担と関具実のスの関協推
　　　　　れ事遇るぶデ委侵のの（神をも係体及被処家係議進
　　　　　ば務に助つル員　事円保保明膜機的び保遇族機等を
　　　　　と所関言か事会厚業滑健健確　関な自護検等関を目
　　　　　考のしとつ業」生をな婦にに関と検立精討かの行的
　　　　　え実たとたをを省計推等関す係の討・助神会ら担蒐と
　　　　　て務事もと進設に画進）し有機連髭長障」構当　し
　　　　　いに例1ミきめはお的ををて　関携行の害を成煮　た
　　　　　る資の　なる　いに図配経　 ごをう推者設さ　　情
　　　　　。す集精どに福て推る置験　と強o進の置れ事　報
　　　　　　る積神に当祉も進。しを　の化　に処しる業　交
　　　　　　こに障専た事rす　’有　業す　っ遇’r対　換
　　　　　　と努害門り務評る　本す　務る　いの個ケ象　及
　　　　　　がめ者家’所価と　事る　分と　て充々1者　び
表1　被保護人員・医療扶助人員の年次推移

実 数 指 数 医　療

被保護 医 療扶助　人 負 被保謹 暖 療　扶助人 員 扶助率

実人貴A 総数B 入院C 人院外D 実人貴A『 総数B一 入院C’ 入院外D’ B／A
人 人 人 人 ％

5“　年度 量，349，230 785，084 196，932 588，153 100．0 100．0 100．0 100．0 58．2

51　　〃 1，358，316 793，｛58 195，876 597，582 100．7　． lo1．1 99．5 101．6 58．4

52　　〃 1，393，128 818，654 199，390 619，264 103．3 104．3 10L．2 105．3 58．8

53　　〃 1，428，261 846，814 20ゆ，949 645，865 105．9 m7．9 102．0 星09．8 59．3

54　　〃 1，430，488 854，509 199，270 655，240 【06．o ：08．8 10E．2 111．4 59．7

55　　〃 1，426，984 856，245 197，418 658，827 105．8 109．1 100．2 112．0 60．0

56　　〃 1，439，226 870，019 197，148 672，871 106．7 110．8 100．1 114．4 60．5

57　　〃 1，457，383 885，051 196，451 688，599 10昌．0 112．7 99．8 ！17．1 60．7

58　　〃 旦，468，245 897，102 196，580 700，522 108．8 114．3 99．8 119．1 61．且

59　　〃 1，469，457 911，788 196，181 715，607 108．9 116．1 99．6 121．7 62．0

60　　〃 1，431，117 909．58星
19L439 718，142 106．！

　　　，
115．9 97．2 122．E 63．6

61　　〃 1，348，163 868，255 171，114 697，142 99．9 110．6 86．9 118．5 64．4

62　　〃 1，266，126 832，453 156，2H 676，242 93．8 106．0 79．3 U5．O 65．7

63　　〃 1，176，258 787，869 147，532 6｛0，＝玉37 87．2 1‘，0．4 74．9 108．9 67．0

元　　〃 1，099，520 752，956 140，815 612，14五 8L．5 95．9 71．5 104．1 68．5

2年11月 1003985 705000 131166 573834
74．4 89．8 66．6 97．6 70．2

資料：厚生省報告例

e　表2　被保護世帯・医療扶助世帯の年次推移

実 数 指 数
B／A

被保護世帯A 医療扶助世帯B 被保護世帯AP 医療扶助世帯B『

50　年　度 707，514世帯 573，513世帯 10臼．o 100．0 81．1％

51　〃 709，613 576，329 10｛，．3 100．5 81．2

52　’～ 723，脆了 5go，809 102．3 103．0 81．7

53　〃 739，244 607，510 104．5 105．9 82．2

54　〃 744，841 612，682 105．3 106．8 82．3

55　〃 746，997 615，147 105．6 107．3 82．3

駈　　” 756，726 624，7G3 107．0 tO8．9 32．6

57　〃 770，388 638，413 m8．9 111．3 82．9

58　〃 782，255 649，718 UO．6 113．3 83．1

59　〃 789，602 658，903 111．6 114．9 83．4

60　μ 780，5D7 茄2，262 uo．3 113．7 83．6

61　〃 746β55 625，760 105．5 109．1 83．8

62　〃 713，825 603，848 100．9 105．3 84．6

63　〃 681，018 578，635 96．3 100．9 85．0

元　年　度 554，915 558，三97 92．6 97．3 85．2

2年11月 619，435
531089 87．6 92．6 85．7

資料；厚生省報告例
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　す　局1くる貫解にてそ給施す強医応当診る等峡適ら等者活者
　るきや　よ　し当いの者機る化療じ現断必の　切のにの用等
　必め民必う指てた有相の関必し・同業会要関在な者よ多とに
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　　す絡町応しをこ　多者び　導関る参談た果精てズて傷　施

一をる務　うをのス相活特解て　で活導他要保明趣生　制　階　実極
貫配他経ま必図関等談保咲さ嬢しあ保援施に護k買活面のアに8施磯
性置法験な要る係関内護　れ　たる護助策応性　　実接整　お　す
をす他者　がな部連容の高る助がoのすのじを相保態相備面け保るか
確る施で面あく局他に説齢よ言つ
保と策あ接る　や施応明者う指て
すとにつ相。き民策じに等懇導
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極談た’活
竣業適関保
　務任連護
職の者す業

め生をてとに切の面
細委担在どつ丁内接
か員当宅まい寧容相
な等す福るてにが談
配とる祉こは対正に
慮の市サと単応し当
を連町1なにしくくた
行携村ビく、生　理っ

実る活て的談護等談
施た用資確をのを業
上め等韓に通受十務
極のに　判じ給分賎
めもっ稼断て要に
てのい働しそ件聴来
重でて能’のに取訪
要あ適友ま世つセの
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業に他のて法的
務生指法必要説の’

接る護必っ
相調の要’
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務助　有的
の言申　な
充指請指o実導　　導
及の開　監
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あと1義も等必　還収い審告庫いる時　で防のの韓　徹　の載結員
るしスがk関要しを入る査の　てとにこあ止で要　保底イ内阪果は
。て診生　係なた求が実又み収預こおのるをあ否収護　　容　に専
組断じ保先金がめ判態はに入貯ろけよ。図りを入開
織会た護調融つて明が調基に傘でるう
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体号と長局催二指

厚と会関さ月導　さ題果各施お第て
生も議係れ二監平れ等等年要い二嬢生
省侵に課た十査成てをに度領て二　活
社　お長都七方三い踏見ごが　○昭保
会三い会道日針年克まらと定監号和護

えれにめ査厚三法
たる保ら要生十施
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査営向有び局月監
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　摘果いる申い柔制’るの運
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るま機療の指　あ用侵正看　る就　導遇を又と瞬
oえ関扶指導ウるに　な護イ必労な等方的はと
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要のとのる
が活も適’

い渥す生’意に実
てに必活こ見応態
も当要指れをじ等
十たが饗に聴殴を
分つあ　基ミ　把
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るし水に　すす別　がな策把そる事のる　す的のす職に計当
。て準つなる主指ま重おを握のこ項こ指しるに検る員よ圃該
　差等い歳こ眼導な要一具し問とごと導た目検討事かる　実
　しにて　と事に　で層体て題なとを監が安証等情ら事指施
　支応虞こと項つ指あの的　のく、の常査つをkを聴の前導機
　えじ　のさ及い定蒐向に所発　問ににて定　通取保検監関

こ追施事
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れはの着
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上指要生総題念当’めそ陵’護討査の
に示のし合点頭た実たの　さの並の運
務阪是た的のにつ施も実具ら運び事営
め　正要な把置て機の施体に営に前方
さ実ま因分握義嫉関で水的個状所提針
せ施たを析に　　等あ準か別況長出及
る水は的をと単こにゑをつケ等等資び
こ準改確行どにれ対　判総1に幹料事
との善に陵ま各らす　断合ス関部等業

実検　隔にしす方監監監娃特運す対を保　る対　か監問各び　留る市
施討ま年おてる針査査査　に営るセ抱護な必k口つ査題実前日意指が
機賎なでいも等等指を事た問状必　えの歳要　　効日点施年　し導実
関　　実て差のに摘実項と題興要特て運　が原一果程等機度指て監施
の次一施甑し方っ事施等えの　が別お営実あ則般的にに関の導実査す
全の般す　支法い項すを暖な保あ監緊に施ると監にも応の監監施賎る
ケケ監る通えにて等る大　い護る査　問機。し査実十じ実査査す　管
l　l査必常なよヒのと幅①実動場等こ題関
ススに要のいりア改かにケ施向合をれのが
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